
R１.９ 2019.９3 2

東日本大震災の被災地
から送られたヒマワリが
満開を迎え、満面の笑み
を浮かべる仮設住宅の入
居者。
全世界の皆さんに支え

られ、震災から1年を迎
えました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
令 和 元 年 ９月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－９ 北海道胆振東部地震　あの日から１年
10 災害復旧工事
11 北海道胆振東部地震被災者支援情報
工事のお知らせ

12－14 お知らせ
15 消費税・地方消費税の税率は10％へ

16－17 国民年金
18－19 まちの話題
20 日本舞踊こども教室
プラネタリウムチャリティコンサート
臨時職員募集／まちのアイドル

21 第19回集まリンピック
22 地域おこし協力隊／生活支援員だより
災害ボランティアセンターだより

23 厚高インフォメーション／将来の夢
24 防災のページ／北海道地域防災マスター認定研
修会／厚真町防災アドバイザーの紹介

25 気象台ノート／「平成30年北海道胆振東部地
震を振り返り今後の減災・復興を考える」シン
ポジウム＆現地見学会

26 健康情報
27 脳力アップ教室／食生活改善推進員養成講座
28 保健の掲示板
29 子育て支援センター

30－31 情報ひろば

８月１日～８月31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています

ひとのうごき
令和元年８月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,571人（＋２）
男 2,283人　女 2,288人

世帯数　2,144世帯（－３）

明日の厚真への“愛”ことば

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

あ
の
日
か
ら

１
年

昨
年
９
月
６
日
３
時
７
分
、
北

海
道
で
は
観
測
史
上
初
と
な
る
震

度
７
の
揺
れ
が
突
然
厚
真
町
を
襲

い
ま
し
た
。
広
範
囲
に
わ
た
る
土

砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
、
道
路
が

破
壊
さ
れ
、
私
た
ち
の
日
常
が
一

変
し
ま
し
た
。

深
い
悲
し
み
や
度
重
な
る
余
震

の
恐
怖
、
今
後
の
生
活
へ
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
復

旧
・
復
興
へ
歩
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
農
地
や
宅
地
に
流
れ
込
ん

だ
土
砂
や
被
災
し
た
家
屋
は
徐
々

に
撤
去
さ
れ
、
復
旧
工
事
が
進
み
、

発
災
当
時
の
景
色
か
ら
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
１
年
が
た
ち
、
前
に

踏
み
出
し
た
人
も
い
れ
ば
、
な
か

な
か
踏
み
出
せ
ず
に
悩
ん
で
い
る

人
、
ま
ち
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う

と
奮
闘
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
も
置
か
れ
て
い
る
状
況
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
激
動
の
１
年
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
住
民
の
声
や

町
の
動
き
、
復
旧
・
復
興
へ
の
歩

み
を
紹
介
し
ま
す
。

山崩れ防止のため治山工事が進む吉野地区 仮設住宅の横の畑で入居者同士が交流
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９
月
６
日
・
３
時
７
分
地
震
発
生
（
震
度
７ 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7
）

・
厚
真
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

・
気
象
庁
が「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」と
命
名

７
日
・
厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

・ 

避
難
者
の
数
が
ピ
ー
ク
に
（
避
難
所
６
カ
所
に
１
１
１
８

人
が
避
難
）

８
日
・
24
カ
所
で
災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

12
日
・
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請
の
受
付
開
始

15
日
・
役
場
前
に
犠
牲
者
追
悼
の
献
花
台
を
設
置

18
日
・ 

町
内
小
中
学
校
４
校
と
北
海
道
厚
真
高
等
学
校
が
授
業
を

再
開
、
町
内
こ
ど
も
園
２
園
が
再
開

・
住
家
被
害
認
定
全
戸
調
査
開
始

20
日
・
臨
時
災
害
放
送
局
「
あ
つ
ま
災
害
エ
フ
エ
ム
」
開
局

24
日
・
８
カ
所
で
応
急
仮
設
住
宅
の
説
明
会
を
開
催

28
日
・ 

閣
議
決
定
に
よ
り
「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

よ
る
災
害
」
が
激
甚
災
害
指
定
へ

30
日
・
り
災
証
明
書
交
付
開
始

・ 

台
風
24
号
接
近
に
伴
い
17
地
区
１
５
１
世
帯
３
４
０
人
に

避
難
勧
告
を
発
令

10
月
１
日
・
台
風
第
24
号
の
接
近
に
伴
い
町
内
小
中
学
校
が
臨
時
休
校

・ 

復
旧
・
復
興
業
務
を
一
元
的
に
担
う
部
署
と
し
て
総
務
課

災
害
復
興
グ
ル
ー
プ
を
設
置

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
図
書
室
再
開

・
生
活
再
建
支
援
制
度
申
請
受
付
開
始

５
日
・
地
震
発
生(

震
度
５
弱 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.2
）

６
日
・
住
宅
の
応
急
修
理
受
付
開
始

・ 

台
風
第
25
号
接
近
に
伴
い
17
地
区
１
５
１
世
帯
３
４
０
人

に
避
難
勧
告
を
発
令

９
日
・
町
内
の
水
道
管
復
旧
作
業
が
終
了

11
日
・ 
被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
の
申
請
受
付
窓
口
と 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

14
日
・
陸
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
支
援
活
動
が
終
了

16
日
・
生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
１
版
発
行

22
日
・
安
平
・
厚
真
行
政
事
務
組
合
じ
ん
芥
処
理
場
が
再
稼
働

29
日
・
義
援
金
の
配
分
申
請
受
付
開
始

11
月
１
日
・
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
営
業
再
開（
露
天
風
呂
以
外
）

・
応
急
仮
設
住
宅
入
居
開
始

15
日
・ 

当
時
の
天
皇（
現
上
皇
さ
ま
）、
皇
后（
現
上
皇
后
さ
ま
）両

陛
下
が
ご
訪
問

19
日
・
Ｊ
Ｒ
日
高
線（
苫
小
牧
～
鵡
川
間
）運
転
再
開

12
月
６
日
・ 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
避
難
所
の
閉

鎖
に
よ
り
、
町
内
全
て
の
避
難
所
が
閉
鎖

15
日
・
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
厚
真
町
慰
霊
式
開
催

26
日
・ 「
明
日
の
厚
真
へ
の
愛
こ
と
ば ATSU

M
A  LO

VERS

」 

作
成

28
日
・
災
害
対
策
本
部
を
廃
止

・
厚
真
町
胆
振
東
部
地
震
復
旧
・
復
興
推
進
本
部
を
設
置

１
月
21
日
・
応
急
福
祉
仮
設
住
宅
入
居
開
始

27
日
・ 

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
絆
～
手
と
手
を
繋
い
で
頑
張
ろ
う
厚
真
」

開
催

30
日
・
地
区
ご
と
の
住
民
懇
談
会
開
催

２
月
20
日
・
住
宅
の
応
急
修
理
支
援
受
付
開
始

21
日
・
21
時
22
分
地
震
発
生（
震
度
６
弱　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.8
）

３
月
１
日
・
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
方
針
を
策
定

11
日
・
共
同
仮
設
店
舗
「
京
町
キ
ュ
ー
ブ
」
設
置

４
月
１
日
・
被
災
さ
れ
た
方
の
総
合
相
談
窓
口
開
設

６
日
・
被
災
家
屋
等
の
公
費
解
体
開
始

22
日
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
受
付
開
始

23
日
・
被
災
し
た
鹿
侵
入
防
止
柵
約
40
㎞
の
設
置
作
業
開
始

５
月
１
日
・
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
露
天
風
呂
営
業
再
開

６
月
１
日
・ 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー 

北
海
道
ル
ー
ト
の
中
に
選
出

15
日
・
第
47
回
あ
つ
ま
田
舎
ま
つ
り
開
催

29
日
・
災
害
関
連
死
１
件
を
認
定

７
月
１
日
・
一
部
損
壊
以
上
の
家
屋
等
の
解
体
費
補
助
受
付
開
始

27
日
・ 

復
旧
・
復
興
計
画
策
定
に
向
け
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を 

実
施

８
月
８
日
・
吉
野
地
区
に
献
花
台
を
設
置

24
日
・
第
１
回
あ
つ
ま
復
興
未
来
会
議
を
開
催

仮
設
団
地
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

区
の
住
民
が
入
居
し
て
い
ま
す
が
、

自
宅
で
採
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
な
ど
の
野
菜
、
ご
飯
の
お
か
ず

を
入
居
者
同
士
お
裾
分
け
す
る
こ
と

も
多
く
、
支
え
あ
い
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
社
会
福
祉
協
議
会
の

相
談
員
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
談
話

室
で
茶
話
会
を
開
き
交
流
す
る
場
を

作
り
ま
し
た
。
今
で
は
毎
月
定
例
会

を
談
話
室
で
開
催
し
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
や
暖
房
器
具
の
使
い
方
の
確

認
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
共
有
、
困
り

ご
と
の
相
談
な
ど
を
話
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
２
月
21
日
の
地
震

の
際
に
は
、
入
居
者
同
士
が
部
屋
を

周
り
、
安
否
確
認
を
行
う
ほ
ど
協
力

的
で
す
。

談
話
室
で
は
体
操
教
室
や
編
み
物

教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
入
居
者
だ

け
で
は
な
く
近
隣
の
住
民
も
集
ま
る

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
こ
う

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
訪

問
し
て
く
だ
さ
り
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
約
10
カ
月

が
た
ち
、
次
の
住
ま
い
を
ど
こ
に
す

る
か
悩
ん
で
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

入
居
者
の
中
に
は
す
で
に
住
ま
い
を

決
め
退
去
し
て
い
る
人
、
災
害
公
営

住
宅
の
入
居
を
希
望
し
て
い
る
人
も

数
名
い
ま
す
が
、
自
宅
に
戻
り
た
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
裏
山
が
崩
れ
そ

う
で
怖
い
か
ら
戻
れ
な
い
と
い
う
人

や
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
住
ま

い
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
抱
え
て
い

る
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
が
笑

顔
で
仮
設
住
宅
を
退
去
す
る
日
を
迎

え
、
再
出
発
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

区　分 入居開始日 平成31年2月19日現在 令和元年7月末現在
世帯数 人数 世帯数 人数

応 急 仮 設 住 宅 第１期：平成30年11月１日 124世帯 282人 123世帯 281人第２期：平成30年11月30日
みなし仮設住宅 平成30年９月27日 18世帯 30人 18世帯 30人
公 営 住 宅 平成30年９月８日 27世帯 63人 19世帯 42人
トレーラーハウス 平成30年12月27日 11世帯 24人 11世帯 24人

合　計 180世帯 399人 171世帯 377人

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 被害なし 合計
住 家 233 棟 69 棟 260 棟 1,085 棟 195 棟 1,842 棟
非住家 673 棟 161 棟 505 棟 808 棟 656 棟 2,803 棟
合 計 906 棟 230 棟 765 棟 1,893 棟 851 棟 4,645 棟

加か

賀が

谷や 

俊と
し

昭あ
き

さ
ん（
79
歳
）

工く

藤ど
う 

光み
つ

子こ

さ
ん（
82
歳
）

末す
え

政ま
さ 

久く

美み

子こ

さ
ん（
81
歳
）

左から末政さん、工藤さん、加賀谷さん

震災からの

仮設住宅等入居者数

建物被害数

深
い
爪
痕
を
残
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら

１
年
が
た
ち
ま
す
。
町
内
の
建
物
被
害
は
８
割
を
超

え
、
今
も
３
７
７
人
が
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の

想
い
と
と
も
に
、
こ
の
１
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

４事業者が入居する共同仮設店
舗「京町キューブ」（3月11日）

吉野地区に設置された献花台
（8月8日～8月18日）

577人が参列した平成30年北
海道胆振東部地震厚真町慰霊式

（12月15日）

最後の閉鎖となった総合福祉セ
ンター避難所（12月６日）

13日ぶりに授業が再開した厚
真中央小学校（９月18日）

災害ごみが集積された新町パー
クゴルフ場（10月10日）

東北地方や道内の自治体からの
応援により、り災証明書の交付
申請窓口を開設（９月30日）

段ボールベッドが並んだスポー
ツセンター避難所（９月16日）

左：町内 8 カ所に建設された応急仮設
住宅
右：自宅を離れることが難しい農家など
のために設置されたトレーラーハウス型
の仮設住宅　

１年
（7月末現在）

あ
の
日
か
ら

１
年 あ

な
た
の
１
年

In
terview

表
町
仮
設
団
地
入
居
者
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地
震
が
起
き
て
数
時
間
後
の
明
け

方
に
町
職
員
に
呼
ば
れ
て
役
場
に
駆

け
付
け
た
と
こ
ろ
、
町
が
大
変
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
協
会
員
で
人
命
救
助
や
捜
索
活

動
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
土
砂
を

撤
去
し
た
り
、
重
機
や
照
明
の
手
配

な
ど
、
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
の
側
面

的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
へ
仮
設
ト
イ
レ
や
照
明
の
設

置
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

捜
索
活
動
が
終
了
し
た
後
は
、
道

路
や
河
川
の
土
砂
撤
去
作
業
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
沢
か
ら
流
れ
て
く

る
水
が
土
砂
に
せ
き
止
め
ら
れ
、
ダ

ム
化
し
て
い
る
場
所
が
６
カ
所
ほ
ど

あ
り
、
住
宅
や
農
地
へ
水
が
溢
れ
出

そ
う
な
状
態
で
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
作
業
で
し
た
が
、
事
故
も
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
安あ

ん
堵ど

し
て
い
ま

す
。道

路
は
土
砂
を
撤
去
し
て
鉄
板
を

敷
く
な
ど
の
応
急
的
な
工
事
を
進
め

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
米
の
収
穫
時
期

で
し
た
の
で
、
道
路
の
段
差
の
衝
撃

で
せ
っ
か
く
刈
っ
た
米
が
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
わ

な
い
か
気
が
か
り
で
し
た
。

道
路
と
並
行
し
て
用
水
路
の
復
旧

工
事
も
行
い
ま
し
た
。
全
域
に
わ

た
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
今
年
の
田
植
え
に
間
に
合

う
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ま

し
た
。

雪
が
解
け
て
か
ら
は
、
土
木
工

事
、
林
道
の
復
旧
、
宅
地
堆
積
土
砂

の
撤
去
、
家
屋
の
公
費
解
体
な
ど
が

本
格
的
に
始
ま
り
、
こ
の
ま
ま
来
年

度
い
っ
ぱ
い
は
災
害
復
旧
工
事
で
フ

ル
稼
働
の
状
態
が
続
き
そ
う
で
す
。

交
通
誘
導
員
の
人
員
不
足
や
、
ダ

ン
プ
、
ミ
キ
サ
ー
車
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
車
、
ポ
ン
プ
車
な
ど
の
重
機
不
足

が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
少
し
で
も

町
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
元
の
厚
真
町
の
姿
に

戻
る
よ
う
に
関
係
各
所
と
協
力
し
な

が
ら
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

町
で
は
20
人
の
民
生
委
員

と
２
人
の
児
童
委
員
が
担
当

地
区
に
お
住
ま
い
の
方
の
見

守
り
や
相
談
な
ど
必
要
な
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
単
身
高
齢
世
帯
や
子
育

て
世
帯
、
障
害
者
世
帯
を
中

心
に
訪
問
し
、
生
活
上
の
問

題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

発
災
時
は
ま
ず
、
自
治

会
・
消
防
団
・
自
警
団
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
担
当

地
区
住
民
の
安
否
確
認
に
回

り
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
を

送
る
方
、
自
宅
に
戻
っ
て
過

ご
し
て
い
る
方
、
離
れ
て
住

む
家
族
の
も
と
に
避
難
し
た

方
な
ど
住
民
の
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
人
の
動
き
を
把
握

す
る
だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。

委
員
の
中
に
は
避
難
所
生
活

を
送
り
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
方
も
い
て
、
負
担
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
、
住
民
の
住
ま
い

の
場
所
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
ま
す
。
発
災
前
に
住
ん

で
い
た
地
域
の
委
員
と
移
り

住
ん
だ
地
域
の
委
員
が
密
に

連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
見
守

り
や
相
談
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と
、
困

り
ご
と
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
声
を
上
げ
な
い
人
が
特
に

心
配
で
す
。
表
情
や
声
の

ト
ー
ン
、
行
動
や
会
話
の
内

容
な
ど
日
々
変
化
に
注
意

し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
住
民
が
安

心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
っ
て
生
活
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
、
精
神
的

な
不
安
に
陥
り
や
す
い
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

不
安
や
悩
み
が
あ
る
方
は
、

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※義援金…自治体や赤十字、赤い羽根共同募金、報道機関などが受け付け、被災者に平等に分配されます。
※支援金…寄付者が選んだ支援したい団体や機関に対して送られ、被災地での活動に使われます。

道路や農地に流れ込んだ土
砂の撤去、治山工事が進む

二次災害を防ぐため緊急的
な砂防ダムを設置

ロープでぶら下げた重機を
使い地震で大規模に崩れた
のり面を工事

災害ボランティア

公費解体
申請件数

高丘地区 桜丘地区 東和地区 進
む
復
旧
工
事

延べ5,161人

町配分義援金 8億4,782万円

189件
解体・撤去完了 106件

北海道配分義援金 7億3,560万円

支援金 2億2,513万円

ふるさと納税 11億3,440万円（代理受付：8自治体）

全
国
か
ら
支
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
る
人
、
義
援

金
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
人
、
励
ま

し
の
言
葉
な
ど
地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
物
心
両
面
に

わ
た
る
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
内
外
の
厚
真
町
を
想
う
人
同
士
、
支
え
合
い
な
が

ら
今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

土
砂
崩
れ
や
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、

道
路
は
寸
断
。
断
水
や
停
電
が
発
生
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
ま
し
た
。

雪
解
け
を
迎
え
た
今
年
の
春
か
ら
、

復
旧
作
業
は
加
速
し
、
復
旧
工
事
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
費
解
体

に
よ
り
被
災
し
た
建
物
が
撤
去
さ
れ
、

町
の
光
景
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

被災家屋の公費解体は来年 3月末までに
撤去完了を予定しています。

社会福祉協議会の
生活支援相談員が
被災した方を巡回
訪問し、安否確認や
見守り、総合相談な
どを行っています。

生活環境の変化や慣れない暮らしによる
心身をケアするため、応急仮設住宅の談
話室では、ボランティアによる体操教室
を週 1回開催。

現在も公費解体前の住宅の家財移動や炊
き出しなど支援をいただいています。

支え合い
変わる
町なみ

大お
お

橋は
し

正ま
さ

治は
る

さ
ん(

71
歳)

厚
真
町
民
生
委
員
協
議
会

会
長

昨 年 昨 年 昨 年

現 在 現 在 現 在

あ
の
日
か
ら

１
年

鈴す
ず

木き

英ひ
で

毅き

さ
ん（
54
歳
）

厚
真
建
設
協
会

会
長

あ
な
た
の
１
年

In
terview

あ
な
た
の
１
年

In
terview

（７月末現在）

（７月末現在）

（７月末現在）

（７月末現在）

（８月21日現在）

（８月末現在）
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あつま復興未来会議
復旧・復興計画 町民ワークショップ

町
で
は
、
生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
「
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏
ま
え
た
計
画
に
す
る
た
め
、３
月
か
ら
順
次
、

説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
個
別
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・ 町外、道外では地震の記憶が
風化している

・厚真の知名度はあがった
・人との交流がなく不安
・絆が強くなったと感じる
・ 震災の経験を他の町や人に伝え
防災面などに生かしてほしい

・ボランティアに参加してみたい

・ 建物ばかりが再建されて
人がバラバラ
・ 移住者と地元の隔たりがある
・居場所がない
・森林や田畑が荒廃する
・ 子どもが帰って来たくないと
思ってしまう
・行政任せで他人事

・ 「厚真に住んでいて良かったね」と
笑い合える
・災害に強く、安心して暮らせる
・ 「みんなで厚真をつくった」と言える
・ 子どもたちがボランティアに興味を
持っている
・ 大人も子どもも楽しめる場がある
・ 地元も移住者も一緒に面白いことを
している

・世代を超えて分野を超えて交流
・厚真らしさを考える ・一歩踏み出せるまち 
・地域の誇りをこの後も大事にしたい
・次世代につながる資産を引き継ぐ
・これからも住み続けたいと思えるまち
・コミュニケーションや信頼関係を醸成
・厚真のネームバリューを生かして町外に発信
・ お金で買えないもの（自然、空気、水、人情、絆、まつり、
地域コミュニティ、食の安全）を大切にする

本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
１
年
を
迎

え
ま
し
た
。
農
村
の
見
慣
れ
た
美
し
い

風
景
を
一
変
さ
せ
た
突
然
の
出
来
事
で

あ
り
ま
し
た
が
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
37

人
の
こ
と
を
想
う
と
、
尽
き
る
こ
と
の

な
い
悲
し
み
が
胸
に
込
み
上
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の

を
た
く
さ
ん
失
い
ま
し
た
が
、
本
町
を

応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
と
の
新
た

な
出
会
い
が
あ
り
、
新
た
な
「
絆
」
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
温
か
い
真
心
に
応
え
、
遠
く
険
し

い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
人
や

震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
託

さ
れ
た
郷
土
あ
つ
ま
の
輝
き
を
再
び
取

り
戻
す
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸

と
な
っ
て
再
び
立
ち
上
が
り
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

町
民
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

避けたい未来皆で力を合わせればできる良い未来

復興のためのキーワード

災
害
公
営
住
宅

住
宅
再
建
が
困
難
な
方
の
恒
久
的
な

住
ま
い
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
た
め
、

災
害
公
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

新
町
地
区
20
戸
、
本
郷
地
区
８
戸

上
厚
真
地
区
４
戸
の
計
32
戸
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

内
容

時
期

時
期

来
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

富
里
浄
水
場

土
砂
崩
れ
に
よ
り
損
壊
し
た
富
里
浄
水

場
は
再
稼
働
へ
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

来
年
８
月
の
本
格
稼
働
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画

生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
と
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
ま
と
め
た
厚
真
町
復
旧
・

復
興
計
画
の
第
１
期
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

時
期

内
容

住
民
意
見
の
集
約
や
イ
ン
フ
ラ
・

公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

９
月
に
策
定
し
ま
す
。

長岡技術科学大学
上村 靖司教授

厚真町防災アドバイザー
定池 祐季氏
（東北大学災害科学研究所助教）

あ
の
日
か
ら

１
年

まちの
これから

復興のために突然新しいことを始めるのではなく、町の
伝統や文化、資源を掘り起こして、良い所を磨いていく
ことが大切です。
震災から立ち直ることも考えながら、これをきっかけに
もっと良くしよう、「この町こうしたい」という声を一人
でも多く発信して、この声を積み上げて全体の復興ビジョ
ンにしてほしいです。

【皆で力を合わせればできる良い未来】のアイディア
が多く、厚真の未来に願いを持っている方が多いと
感じました。また、将来の災害に対する意見もあり、

これからも厚真で住み続けていくには
大切な視点だと思いました。

住民参加型の話し合いの場である「あつま復興未来会議」を８月24日に総合
ケアセンターゆくりで行い、町の未来について活発な討論がされました。

20代から70代までの幅広い年齢の参加者23人が4班に分かれ、
「被災から１年がたとうとしている今、思うこと」を踏まえて、「2025
年の厚真の姿」をテーマに未来の厚真町について話し合いました。
「こうなりたくない」と思う【避けたい未来】、「こうなりたい」
と思える【皆で力を合わせればできる良い未来】の２つを検討し
た上で、「厚真の復興のためのキーワード」を考えました。

ワークショップ
テーマ「あつまの未来を考えよう」第２部

第１部 復興まちづくり講演
テーマ「中越大地震の知恵～自分たちでつくる等身大の復興に向けて」こんな意見がでました

今、思うこと 平成16年新潟県中越地震以降、各地の
災害復興に携わっている長岡技術科学大学
の上村靖司教授が講演しました。新潟県川
口町（現長岡市）や台湾、米国・サンタクルー
ズの災害復興事例を紹介しながら、復興へ
のヒントをお話いただきました。

あつま復興未来会議は、あと2回開催する予定です。次回は10月を予定
していますので、ぜひ皆で厚真町の未来について一緒に考えてみませんか。

愛
す
る
町
の
輝
き
を
再
び

厚
真
町
長
　
宮
坂
尚
市
朗

大切な視点だと思いました。
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